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1　 

序
　
文

木
田
章
義
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

　

抄
物
の
研
究
は
広
が
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
研
究
の
方
法
も
、
利
用
目
的
も
多
彩
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
資
料
的
な
発
見
、

公
開
も
続
い
て
お
り
、
よ
り
詳
細
に
諸
本
の
成
立
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
文
法
的
現
象
の
時
代
的
変
遷
に
つ
い
て
も
、
作
成
期
間

の
長
い
抄
物
群
は
、
長
い
射
程
を
も
っ
て
お
り
、
江
戸
時
代
と
の
連
続
も
あ
る
し
、
鎌
倉
時
代
の
資
料
の
欠
乏
を
補
い
、
か
ろ
う
じ
て

平
安
時
代
と
つ
な
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。
一
方
で
は
抄
物
資
料
を
通
じ
て
五
山
僧
と
博
士
家
を
含
め
た
公
家
た
ち
、
あ

る
い
は
旧
仏
教
の
僧
侶
や
豊
か
な
商
人
た
ち
の
間
の
学
問
的
な
交
流
の
様
子
も
窺
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
語
学
的
に
も
文
化
的
に

も
抄
物
が
切
り
開
い
た
世
界
は
広
い
。

　

そ
こ
に
ま
た
一
冊
、
抄
物
の
世
界
を
拡
げ
る
山
本
佐
和
子
氏
の
著
書
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

山
本
佐
和
子
氏
は
本
書
で
、
自
ら
の
抱
く
目
的
と
方
法
に
従
っ
て
、
語
彙
的
研
究
、
文
法
的
研
究
、
書
誌
的
研
究
な
ど
幅
広
く
分
析

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
目
次
を
見
れ
ば
、
山
本
氏
の
研
究
の
視
野
の
広
さ
が
理
解
で
き
る
し
、
山
本
氏
の
興
味
の
方
向
も
分
か
る
。
対
象

と
し
た
語
彙
や
語
法
に
つ
い
て
の
分
析
や
論
述
を
見
て
い
る
と
、
そ
れ
ら
の
現
象
を
解
明
し
た
上
で
、
そ
の
現
象
を
国
語
史
の
流
れ
の

中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
ひ
た
む
き
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
ひ
た
む
き
さ
が
用
例
の
博
捜
や
先
行
文
献
の
丁
寧
な
追
究
、
抄
物
以
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外
の
資
料
の
調
査
へ
と
繫
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
単
な
る
こ
れ
ま
で
の
成
果
の
ま
と
め
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
発
展
の
可
能

性
を
含
ん
だ
論
文
の
集
積
で
あ
る
。

　

資
料
と
の
巡
り
会
い
に
つ
い
て
も
、
山
本
氏
は
恵
ま
れ
て
い
る
。
建
仁
寺
両
足
院
の
資
料
の
調
査
に
も
参
加
し
、
仁
和
寺
の
資
料
調

査
に
も
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
研
究
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
幸
運
な
機
会
に
巡
り
会
う
の
も
、
研
究
者
と
し
て
の
励
み

に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
両
足
院
本
『
杜
詩
抄
』
や
仁
和
寺
本
『
古
文
真
宝
抄
』
の
調
査
な
ど
、
抄
物
研
究
者
に
有
用
な
成
果
で

あ
り
、
抄
物
研
究
の
発
展
を
促
す
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
山
本
氏
は
抄
物
研
究
者
の
激
減
を
嘆
い
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
感
覚
に
は
世
代
の
差
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
私
の
世
代

か
ら
見
れ
ば
、
抄
物
研
究
者
の
層
は
厚
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
抄
物
専
一
に
研
究
し
て
い
る
研
究
者
が
目
立
た
な
い
だ
け
で
、

文
法
研
究
で
も
、
文
化
的
研
究
で
も
、
抄
物
と
そ
の
周
辺
の
知
識
は
確
実
に
広
が
り
、
正
確
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
実

際
に
山
本
氏
の
集
め
た
用
例
や
文
法
変
化
の
流
れ
の
中
で
の
考
察
な
ど
は
、
私
の
世
代
で
は
難
し
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
。
本
書
の
よ

う
に
分
析
で
き
る
の
も
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
事
象
の
積
み
重
ね
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
五
山
僧
の
手
に
な
る
抄
物
が
、
五
山
の
世
界
で

長
く
蓄
積
さ
れ
て
き
た
知
識
を
背
景
に
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
同
時
に
彼
等
が
抄
物
の
原
典
と
な
る
漢
詩
文
を

ど
の
よ
う
な
文
献
を
用
い
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
な
ど
、
か
な
り
分
厚
い
基
礎
的
知
識
の
集
積
が
あ
る
。
そ
れ
は
本
書
第
Ⅳ

部
の
論
述
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
研
究
の
方
法
は
個
人
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
て
良
い
し
、
研
究
姿
勢
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
良
い
と
思
う
。
山
本
氏
が

［
付
録
］
で
提
示
し
て
い
る
の
は
一
つ
の
方
法
で
あ
り
、
必
ず
し
も
同
じ
過
程
を
経
て
研
究
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
山
本

氏
は
、
丁
寧
に
用
例
を
集
め
、
読
解
し
、
資
料
と
し
て
の
性
格
を
見
極
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
は
用
例
か
ら
論
を
立
て
、
う

ま
く
整
理
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
先
行
文
献
を
参
照
し
、
自
己
の
意
見
が
確
定
し
た
あ
と
、
念
入
り
に
先
行
文
献
に
当
た
っ
て
、
意
見
を
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3　 序　文

調
整
す
る
と
い
う
や
り
方
に
す
れ
ば
も
っ
と
分
か
り
や
す
い
論
文
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
先
行
文
献
に
対
す
る
配
慮
や
敬
意
も
必
要
で

あ
る
が
、
何
よ
り
も
論
文
は
、
読
者
に
理
解
し
て
貰
う
こ
と
を
第
一
と
す
る
方
が
良
い
と
思
う
。

　

年
齢
と
と
も
に
知
識
や
理
解
力
が
増
し
て
ゆ
く
の
で
、
次
に
論
じ
る
時
に
は
一
層
分
か
り
や
す
い
総
合
的
記
述
が
で
き
る
は
ず
で
あ

る
。
目
の
前
に
現
れ
る
疑
問
点
を
解
き
明
か
し
、
資
料
を
丹
念
に
分
析
し
、
考
察
し
て
い
る
内
に
、
あ
る
時
、
高
見
に
立
っ
て
い
る
自

分
を
発
見
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
書
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
一
段
落
が
付
い
た
は
ず
な
の
で
、
次
の
世
界
へ
と
進
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
ど
の

よ
う
な
方
向
に
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
ゆ
く
の
か
、
期
待
し
て
見
守
り
た
い
。
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1　 

序
　
章
―
―
抄
物
の
こ
と
ば
・
抄
物
と
い
う
書
物

は
じ
め
に

　

本
書
は
、
中
世
室
町
期
の
「
抄し
ょ
う

物も
の

」
の
言
語
を
対
象
と
し
て
、
次
の
二
点
か
ら
考
察
を
行
う
。
ひ
と
つ
は
、
抄
物
に
見
ら
れ
る
言

語
現
象
を
手
が
か
り
に
、
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
の
日
本
語
や
、
古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
日
本
語
の
史
的
変
遷
を

考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
抄
物
が
ど
の
よ
う
に
作
成
・
享
受
さ
れ
た
の
か
、
言
語
か
ら
抄
物
の
歴
史
的
・
文
化
的
背

景
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

従
来
、
抄
物
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
・
狂
言
台
本
と
共
に
「
室
町
期
の
三
大
口
語
資
料
」
と
さ
れ
、
主
に
日
本
語
の
歴
史
的
変
化
を

観
察
す
る
際
の
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
本
書
の
前
半
は
、
明
治
末
に
始
ま
り
平
成
半
ば
ま
で
盛
ん
だ
っ
た
、
抄
物
を
主
た
る

資
料
と
し
た
語
詞
・
語
法
の
研
究
に
連
な
る
も
の
で
、
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
平
成
は
じ
め
に
か
け
て
言
語
研
究
用
に
整
備
さ
れ
た
抄
物

の
複
製
・
影
印
を
用
い
た
日
本
語
史
研
究
で
あ
る（（
（

。

　

一
方
で
、
近
年
、
抄
物
は
、
日
本
語
史
資
料
に
留
ま
ら
ず
、
文
学
や
歴
史
の
研
究
で
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
語
史
研
究
で
も
、「
役
割
語
」
理
論
（
金
水
二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
八
（
な
ど
、
言
語
資
料
と
な
る
文
献
の
作
為
性
へ
の
注
意
が
改
め

て
促
さ
れ
て
い
る
ほ
か（（
（

、
中
央
語
―
標
準
語
の
史
的
変
化
を
単
線
的
に
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
現
在
方
言
や
各
時
代
の
言
語
変
種
に
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19　 

第
一
章
　「
き
ぶ
い
（
酷
）」
の
語
誌

一
　
問
題
の
所
在

　

抄
物
が
語
史
・
語
彙
史
の
研
究
資
料
と
し
て
有
用
で
あ
る
こ
と
は
、
抄
物
に
言
語
資
料
と
し
て
の
価
値
を
見
出
し
た
新
村
（
一
九
〇

五
）
で
夙
に
言
及
さ
れ
、
抄
物
を
主
た
る
資
料
と
し
た
言
語
研
究
の
嚆
矢
で
あ
る
寿
岳
（
一
九
五
四
・
一
九
五
五
）
や
亀
井
（
一
九
五

七
）
で
も
、
他
の
文
献
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
派
生
語
や
俗
語
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

寿
岳
（
一
九
五
五
）
は
、
中
古
か
ら
中
世
へ
の
形
容
詞
の
語
彙
的
変
遷
を
考
察
し
、
中
世
語
の
特
徴
と
し
て
、
派
生
語
が
元
の
語

（
語
基
）
と
共
存
す
る
「
語
の
乱
立
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
が
、
ク
活
用
・
シ
ク
活
用
の
両
方
の
活
用
を
し
た
よ
う
に

見
え
る
形
容
詞
が
存
す
る
現
象
で
あ
る
。
寿
岳
論
文
は
、
ク
活
用
形
容
詞
が
シ
ク
活
用
す
る
「
二
次
的
シ
イ
型
」
が
抄
物
に
多
い
こ
と

を
述
べ
る
に
留
ま
る
が
、
の
ち
の
研
究
で
、
そ
の
逆
方
向
、
シ
ク
活
用
形
容
詞
が
ク
活
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
語
も
見
い
だ
さ
れ

た
た
め
、
こ
の
現
象
は
「
両
活
用
形
容
詞
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
者
の
一
例
が
、
次
の
「
き
ぶ
い
」
と
い
う
ク
活
用
形
容

詞
で
あ
る
。

　

⎝⑴
ａ
．
母
ハ
愛
シ
テ
ナ
ニ
事
モ
云
マ
ヽ
ニ
ス
ル
ソ
。
テ
ヽ
ハ
ヤ
ウ
ダ
イ
ツ
ガ
ウ
ヒ
ヤ
ウ
シ
ニ
ハ
シ
カ
リ
キ
フ
イ
ホ
ド
ニ
ナ
ツ
カ
ヌ
ソ
。

�

（
玉
塵
抄
・
二
〇
31
ウ
）
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39　 

第
二
章
　「
い
か
め
い
」
の
語
誌 

―
―「
い
か
め
し
い
」「
い
か
い
」
と
の
関
わ
り
―
―

一
　
問
題
の
所
在

　

中
世
室
町
期
の
抄
物
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
い
か
め
い
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
。

　

⑴
ａ
．
豈
不
賢
乎
哉
ハ
賢
ト
云
ハ
聖
賢
之
賢
ノ
心
テ
ハ
ナ
イ
ソ
。
只
嗚
乎
イ
カ
メ
イ
者
カ
ナ
ト
云
心
ソ
。

�

（
史
記
桃
源
抄
・
一
二
15
オ
）

　
　

ｂ
．
公
之
功
多
矣
ト
ハ
白
起
カ
功
ノ
イ
カ
メ
イ
事
ヨ
。�

（
史
記
桃
源
抄
・
二
143
オ
）

　
　
ｃ
．
サ
テ
黄
河
モ
イ
カ
メ
イ
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
泰
山
ノ
天
門
ヨ
リ
見
レ
ハ
帯
ホ
ト
ナ
ソ
。�

（
四
河
入
海
・
一
三
ノ
四
7
ウ
）

「
い
か
め
い
」
と
い
う
語
は
、
出
現
す
る
文
献
資
料
が
抄
物
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
根
拠
に
、
こ
の
語
も
ま
た
、「
き
ぶ
い
」

と
同
様
、
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
「
い
か
め
し
い
」
が
口
語
に
お
い
て
ク
活
用
し
た
も
の
だ
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
早
く
山
田
（
一
九
五
三
）
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
鈴
木
（
一
九
六
五
・
一
九
八
七
）、
柳
田
（
一
九
八
一
）、

村
田
（
二
〇
〇
五
）
に
お
い
て
、
一
部
の
形
容
詞
が
本
来
と
異
な
っ
た
活
用
を
す
る
現
象
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
村

田
論
文
は
、「
き
ぶ
い
」
と
「
い
か
め
い
」
は
共
に
、「
新
し
く
生
ま
れ
た
語
形
が
好
ま
れ
る
」
口
語
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
し
、「
い
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57　 

第
三
章
　
新
シ
ク
型
形
容
詞
の
派
生
に
つ
い
て 

―
―
中
世
室
町
期
に
お
け
る
ク
活
用
形
容
詞
か
ら
の
派
生
を
中
心
に
―
―

一
　
問
題
の
所
在

　

中
世
室
町
期
に
、
次
の
よ
う
な
語
が
見
ら
れ
る
。

　

⑴
ａ
．
谷
カ
詩
ハ
器
ニ
ト
ラ
ハ
フ
ル
シ
イ
罍
ニ
古
ノ
篆
字
ヲ
ホ
リ
ツ
ケ
タ
ヲ
見
ヤ
ウ
ナ
ソ
。�

（
癸
未
版
錦
繍
段
抄
・
三
40
オ
）

　
　

ｂ
．
　

路
崎
ー
〔

〕
也
。
ミ
チ
ノ
ケ
ワ
シ
ク
ア
ヤ
ウ
シ
イ
ナ
リ
。�

（
玉
塵
抄
・
一
四
84
オ
）

　
　
ｃ
．
お
ぬ
し
達
が
い
か
ひ
か
ほ
し
た
り
と
、
ふ
か
し
ひ
事
は
あ
る
ま
ひ
ぞ
。�

（
虎
明
本
狂
言
・
あ
わ
せ
柿
）

こ
の
「
フ
ル
シ
イ
」「
ア
ヤ
ウ
シ
イ
」「
ふ
か
し
ひ
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
形
容
詞
「
古
い
」「
危
う
い
」「
深
い
」
か
ら
派
生
し
て
で
き
た
語

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
に
つ
い
て
は
、
早
く
に
山
田
（
一
九
五
三
）、
寿
岳
（
一
九
五
五
）
に
指
摘
が
あ
り
、
本
来
ク
活
用
で

あ
る
「
古
い
」「
危
う
い
」
な
ど
が
、
シ
ク
活
用
化
し
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。

　

従
来
、
こ
れ
ら
の
「
二
次
的
シ
イ
型
」「
両
活
用
形
容
詞
」「
ク
活
用
形
容
詞
の
シ
ク
活
用
化
」
と
呼
ば
れ
る
語
群
の
発
生
は
、
形
容

詞
の
活
用
型
と
意
味
と
の
対
応
関
係
と
関
わ
り
が
あ
る
現
象
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
対
応
関
係
と
は
、
石
井
（
一
九
五
五
）、
山
本
（
一

九
五
五
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
「
シ
ク
活
用
―
感
情
」「
ク
活
用
―
属
性
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
を
検
証
す
る
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77　 

第
四
章
　
形
容
詞
の
活
用
型
と
意
味
分
類
―
―
付
「
対
象
語
」「
形
容
詞
文
」

は
じ
め
に

　
第
三
章
の
新
シ
ク
型
形
容
詞
の
派
生
現
象
の
検
討
を
通
じ
て
、
古
典
語
の
形
容
詞
の
二
種
類
の
活
用
型
（
ク
活
用
・
シ
ク
活
用
）
と

対
応
す
る
意
味
の
特
徴
の
一
端
を
明
ら
か
に
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
日
本
語
の
動
詞
で
は
、
或
る
活
用
型
が
特
定
の
文
法
的
意
味
や
語

彙
的
意
味
と
対
応
し
て
い
る
と
い
っ
た
、
活
用
型
と
意
味
と
の
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
対
応
関
係
は
、
形
容
詞
と
い
う
品
詞
に

特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
本
章
で
は
、
こ
の
形
態
的
特
徴
と
意
味
と
の
対
応
に
関
す
る
研
究
史
を
整
理
し
、
そ
れ
を
手
が
か
り

に
、
形
容
詞
の
意
味
分
類
や
文
法
的
性
格
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
　「
ク
活
用
―
属
性
」「
シ
ク
活
用
―
感
情
」
説
の
変
遷

　
古
典
語
の
形
容
詞
に
は
次
の
二
種
類
の
活
用
型
が
あ
る
。
所
謂
、
学
校
文
法
の
「
活
用
表
」
を
次
頁
に
《
表
1
》
と
し
て
掲
げ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
活
用
の
把
握
は
、
近
世
以
来
の
も
の
で
あ
る）（
（

。
活
用
語
尾
を
「
く
・
く
・
し
・
き
・
け
れ
」
と
「
し
く
・
し
く
・
し
・

し
き
・
し
け
れ
」
の
よ
う
に
取
り
出
す
と
こ
ろ
か
ら
、
前
者
は
「
ク
活
用
」、
後
者
は
「
シ
ク
活
用
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
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95　 

第
五
章　
「
ツ
ベ
イ
」
と
「
ツ
ベ
シ
イ
」 

―
―
助
動
詞
「
ベ
シ
」
の
シ
ク
活
用
化
に
つ
い
て
―
―

は
じ
め
に

　

古
典
語
の
助
動
詞
「
ベ
シ
」
は
本
来
、
ク
活
用
形
容
詞
と
同
じ
活
用
を
す
る
。
し
か
し
、
中
世
室
町
期
に
は
次
の
よ
う
に
シ
ク
活
用

化
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。

　

⑴
ａ
．
燕
雀
ハ
人
ニ
馴
レ
近
キ
者
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
設
テ
モ
ト
リ
ツ
ヘ
シ
イ
ソ
。【
及ヒ
レ

廃セ
ラ
ル
ニ

、
門
外
可
レ

設ク
二

雀
羅ヲ
一
（
史
記
・
汲
鄭
伝
）】

�

（
史
記
桃
源
抄
・
一
四
87
オ
）

　
　

ｂ
．
季
倫
ハ
豪
傑
ナ
ル
程
ニ
泣
ツ
へ
シ
ウ
ハ
ナ
イ
ソ
。�

（
四
河
入
海
・
八
ノ
三
12
オ
）

「
ベ
シ
」
の
シ
ク
活
用
化
に
つ
い
て
は
、
大
塚
（
一
九
六
〇
・
一
九
九
五
）
の
助
動
詞
「
マ
イ
」
の
成
立
と
の
対
応
説
が
知
ら
れ
て
い
る
。

「
マ
イ
」
は
、「
ベ
シ
」
の
否
定
を
表
す
「
マ
ジ
」
が
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
塚
で
は
、「
マ
ジ
」
と
「
ベ
シ
」
は
連
体
形
終
止
の

一
般
化
と
イ
音
便
化
を
経
て
「
マ
ジ
イ
」「
ベ
イ
」
と
な
っ
た
の
ち
、
互
い
に
影
響
し
合
っ
て
「
マ
ジ
イ
」
か
ら
「
マ
イ
」、「
ベ
イ
」

か
ら
「
ベ
シ
イ
」
が
生
じ
て
、
二
つ
の
語
形
で
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
シ
ク
活
用
化
し
た
「
ベ
シ
」
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
は
、
ほ
ぼ
全
例
が
⑴
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
助
動
詞
「
ツ
」
が
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117　 

第
六
章
　
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
「
ラ
シ
イ
」
の
成
立

一
　
問
題
の
所
在

　

形
容
詞
を
派
生
す
る
接
尾
辞
「
ラ
シ
イ
」
は
、
中
世
室
町
期
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
（
寿
岳
一
九
五
五
）。
室

町
期
に
認
め
ら
れ
る
形
容
詞
「
～
ラ
シ
イ
」
の
例
、「
ば
け
ら
し
い
」「
じ
ち
ら
し
い
」
の
使
用
例
を
掲
げ
る
。

　

⑴
ａ
．
全
体
ハ
鳥
テ
モ
ノ
ヲ
云
ハ
人
ノ
様
ナ
ハ
ア
マ
リ
ハ
ケ
ラ
シ
イ
ソ
。
身
ニ
ハ
毛
羽
ナ
ン
ト
カ
ア
リ
テ
首
ハ
人
ノ
面
チ
ヤ
ト
云
タ

ハ
ヨ
サ
ウ
ナ
ソ
。�

（
史
記
桃
源
抄
・
三
6
オ）
（
（

）

　
　

ｂ
．Iichiraxij. l, Iichina m

ono.

ジ
チ
ラ
シ
イ
。
ま
た
は
、
ジ
チ
ナ
モ
ノ
（
実
ら
し
い
。
ま
た
は
、
実
な
者
）
例
、M

ono m
ŏsu 

yŏdaim
o jichiraxij.

（
物
申
す
様
体
も
実
ら
し
い
）
話
し
ぶ
り
で
も
、
重
厚
誠
実
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

�

（
邦
訳
日
葡
辞
書
・
三
六
〇
頁
）

現
代
共
通
語
の
「
推
量
」
を
表
す
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
「
ラ
シ
イ
」
は
、
こ
の
接
辞
が
変
化
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、

接
辞
「
ラ
シ
イ
」
が
、
ど
の
よ
う
に
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
と
し
て
の
用
法
を
獲
得
し
て
い
く
の
か
を
考
察
す
る
。

　

従
来
、
接
辞
か
ら
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
へ
の
変
化
で
特
に
注
目
さ
れ
て
き
た
の
が
、
接
辞
で
は
、
⑴
の
よ
う
に
、
前
接
要
素
が
名
詞
や

形
容
動
詞
語
幹
に
限
ら
れ
る
の
に
対
し
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
に
な
る
と
、
次
の
⑵
の
よ
う
に
、
動
詞
な
ど
活
用
語
の
終
止
・
連
体
形
に
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139　 

第
七
章
　
中
世
室
町
期
に
お
け
る
「
ゲ
ナ
」
の
意
味
・
用
法 

―
―
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
「
ゲ
ナ
」
の
成
立
再
考
―
―

一
　
問
題
の
所
在

　

室
町
期
の
抄
物
で
、
活
用
語
の
終
止
・
連
体
形
に
後
接
し
て
推
量
を
表
す
「
ゲ
ナ
」
が
広
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
湯
沢
（
一
九
二

九
）
で
指
摘
さ
れ
て
以
来
、
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
（
土
井
一
九
三
八
、
佐
田
一
九
七
二
、
仙
波
一
九
七
六
、
青
木
博
二
〇
〇
七
、

山
田
二
〇
一
四
な
ど
）。

　

⑴
ａ
．
ヤ
レ
杜
鵑
ハ
吾
ガ
心
中
ヲ
知
テ
不
如
帰
ト
ナ
ク
ゲ
ナ
ヨ
。�

（
中
華
若
木
詩
抄
・
整
版
上
42
ウ
：
湯
沢
一
九
二
九
）

　
　

ｂ
．
爰
ニ
白
鴎
ヤ
鶯
ヤ
ナ
ン
ド
ガ
有
ウ
ズ
処
デ
ア
ル
ガ
、
人
近
ナ
ホ
ド
ニ
ナ
イ
ゲ
ナ
ゾ
。

�

（
丁
亥
版
山
谷
抄
・
一
四
35
ウ
：
山
田
二
〇
一
〇
）

　
　
ｃ
．
言
語
道
断
、
面
白
景
ソ
。
推
量
ス
ル
ニ
、
是
ハ
天
カ
我
ニ
詩
ヲ
ツ
ク
ラ
セ
ウ
ト
テ
、
カ
ウ
ア
ル
ケ
ナ
ソ
。

�

（
四
河
入
海
・
九
ノ
一
5
ウ
）

　

こ
れ
ら
の
「
ゲ
ナ
」
が
表
す
「
推
量
」
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
、「
述
べ
ら
れ
る
事
物
を
主
と
し
て
客
観
的
に
言
え
ば
状
態
、

（
中
略
）
主
観
的
に
は
推
量
の
意
を
示
す
」（
湯
沢
一
九
二
九
・
三
六
六
頁
）、「
確
か
な
根
拠
に
基
づ
く
推
量
」（
仙
波
一
九
七
六
）
な
ど
と
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161　 

第
八
章
　
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
「
サ
ウ
ナ＞

ソ
ウ
ダ
」
再
考 

―
―
名
詞
に
後
接
す
る
用
法
を
め
ぐ
っ
て
―
―

は
じ
め
に

　

現
代
共
通
語
「
ソ
ウ
ダ
」
に
つ
な
が
る
「
サ
ウ
ナ
」
が
、
初
め
て
文
献
上
に
見
ら
れ
る
の
は
中
世
室
町
期
で
あ
る
（
湯
沢
一
九
二
九
、

土
井
一
九
三
八
等
）。「
サ
ウ
ナ＞

ソ
ウ
ダ
」
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
、
現
代
語
「
ソ
ウ
ダ
」
が
い
わ
ゆ
る
助
動
詞
に
は
珍
し
く
、

動
詞
の
連
用
形
や
形
容
詞
語
幹
に
後
接
し
て
様
態
・
推
定
を
表
し
、
活
用
語
の
終
止
・
連
体
形
に
後
接
し
て
伝
聞
を
表
す
と
い
う
二
種

類
の
用
法
を
持
つ
こ
と
、
加
え
て
、
近
世
以
前
に
は
活
用
語
の
終
止
・
連
体
形
に
後
接
し
た
場
合
に
も
様
態
・
推
定
を
表
し
て
い
た
と

い
う
史
的
変
遷
の
特
異
性
か
ら
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
（
佐
田
一
九
七
二
、
仙
波
一
九
七
六
、
宮
地
一
九
七
九
・
一

九
八
八
、
円
井
一
九
八
四
、
早
野
一
九
八
六
、
山
内
一
九
八
九
、
中
本
一
九
九
六
、
岡
部
二
〇
〇
〇
・
二
〇
〇
二
、
鈴
木
二
〇
〇
二
、
山
口
二
〇

〇
三
、
漆
谷
二
〇
一
〇
、
山
田
二
〇
一
四
等
）。

　

本
章
で
着
目
し
た
い
の
は
、「
サ
ウ
ナ
」
が
名
詞
に
後
接
す
る
用
法
で
あ
る
。
抄
物
で
は
、
初
期
の
「
史
記
桃
源
抄
」
か
ら
、
後
期

の
「
玉
塵
抄
」
ま
で
広
く
例
が
認
め
ら
れ
る
。

　

⑴
ａ
．
撓
ト
曲
ト
ハ
ヨ
ツ
ホ
ト
同
コ
ト
サ
ウ
ナ
ソ
。�

（
史
記
桃
源
抄
・
一
五
34
オ
）



BOOK SAMPLE  ©Kurosio Publishers

183　 

第
九
章
　
中
世
室
町
期
に
お
け
る
「
ね
ま
る
」
の
意
味
・
用
法

一
　
問
題
の
所
在

　

中
世
室
町
期
の
抄
物
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
ね
ま
る
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
。

　

⑴
ａ
．
我
カ
家
ニ
ハ
竃
ノ
火
タ
イ
テ
フ
ス
ホ
リ
カ
ヘ
ツ
テ
、
盆
瓶
ヲ
洗
テ
ネ
マ
ル
婦
女
ノ
ア
ル
マ
テ
ソ
。

�

（
四
河
入
海
・
一
九
ノ
一
26
オ
）

　
　

ｂ
．
大
名
ハ
一
度
ノ
食
事
ニ
、
万
銭
ヲ
ツ
イ
ヤ
シ
テ
モ
マ
タ
、
箸
ヲ
下
ス
ニ
処
ナ
イ
ト
云
テ
ネ
マ
ル
ソ
。�

（
湯
山
聯
句
抄
・
73
オ
）

　
　
ｃ
．
我
モ
子
由
モ
去
京
十
年
ハ
カ
リ
天
一
隅
ノ
外
国
ニ
ネ
マ
ル
ソ
。�

（
四
河
入
海
・
一
六
ノ
二
32
オ
）

「
ね
ま
る
」
は
、
近
世
の
文
学
作
品
に
見
ら
れ
る
俚
言
・
俗
語
と
し
て
、
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
⑵
の
「
奥
の
細

道
」
の
一
句
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。

　

⑵
涼
し
さ
を
我
宿
に
し
て
ね
ま
る
也�

（
奥
の
細
道
・
尾
花
沢
）

　

⑶
ａ
．
大
星
ゆ
ら
の
介
殿
と
云
は
此
屋
た
い
に
ね
ま
り
め
さ
る
か
。�

（
近
松
浄
瑠
璃
―碁
盤
太
平
記
：
中
村
一
九
四
八
）

　
　

ｂ
．
女
郎
と
契
ら
ぬ
旅
人
に
は　

夜
着
も
借
さ
い
で
寺
泊　

お
く
た
び
れ
な
ら
ね
ま
る
べ
い
と
て　

わ
さ
ゝ
の
酒
を
強
ゐ
ざ

　
　
　

か
い�
（
歌
謡
集
―松
の
葉
二
「
色
香
」：
湯
沢
一
九
四
三
）
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第
一
〇
章
　
建
仁
寺
両
足
院
蔵
「
杜
詩
抄
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て 

―
―
抄
物
と
室
町
期
の
文
化
試
論
―
―

は
じ
め
に

　

室
町
期
の
抄
物
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
、
狂
言
台
本
は
、
当
期
の
「
三
大
口
語
資
料
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
話
し
こ
と
ば

（
音
声
言
語
）
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
や
狂
言
台
本
は
、
作
ら
れ
た
当
時

の
話
し
こ
と
ば
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
比
較
的
理
解
し
や
す
い
。
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
は
、
外
国
人
宣
教
師
が
布
教
活
動
に
必
要
な

日
本
語
を
学
習
し
た
書
物
が
多
数
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
狂
言
は
、
曲
目
の
多
く
が
当
時
の
風
俗
を
題
材
と
し
た
、
い
わ
ば
現
代
劇
で
あ

り
、
台
詞
に
も
当
時
の
言
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う）（
（

。

　

一
方
で
、
抄
物
は
、
口
頭
で
の
講
義
に
関
連
し
て
成
立
し
た
も
の
と
は
い
え
、
話
し
こ
と
ば
を
用
い
る
必
然
性
は
低
い
。
講
義
内
容

の
記
録
だ
け
が
目
的
な
ら
、
現
代
の
学
生
が
と
る
ノ
ー
ト
の
よ
う
に
、
要
点
を
列
挙
す
る
と
い
う
方
法
も
可
能
だ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で

あ
る
。
実
際
、
口
語
的
な
抄
物
は
、
作
成
者
や
作
ら
れ
た
時
期
が
限
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
大
塚
一
九
七
七
、
柳
田
一
九
九

八
）。

　

本
章
か
ら
始
ま
る
第
Ⅲ
部
で
は
、
抄
物
の
中
か
ら
、
林
宗
二
〔
明
応
七
（1498
）
～
天
正
九
（1581

）〕
が
最
晩
年
に
書
写
し
た
唐
代



BOOK SAMPLE  ©Kurosio Publishers

221　 

第
一
一
章
　「
杜
詩
抄
」
の
文
末
表
現
「
～
ヂ
ャ
」
に
つ
い
て

は
じ
め
に

　
中
世
室
町
期
の
五
山
に
お
い
て
杜
甫
の
詩
が
盛
ん
に
読
ま
れ
、
多
く
の
僧
に
よ
っ
て
杜
詩
講
釈
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
僧
の
個
人
文

集
や
日
記
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
（
芳
賀
一
九
四
五
・
一
九
五
六
）。
し
か
し
、
杜
詩
講
釈
の
内
容
を
伝
え
る
抄
物
で
、
現
在
、
原
典
の
全

巻
の
注
釈
が
揃
う
形
で
所
在
が
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
共
に
建
仁
寺
両
足
院
に
所
蔵
さ
れ
る
「
杜
詩
続
翠
抄
」「
杜
詩
抄
」
の
二
種
の

み
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、「
杜
詩
続
翠
抄
」
は
、
抄
物
の
中
で
も
成
立
時
期
の
早
い
も
の
と
し
て
、
日
本
語
史
資
料
と
し
て
参
看
さ
れ
る
こ
と
も

多
い
（『
続
抄
物
資
料
集
成
』
所
収
）。
も
う
一
方
の
「
杜
詩
抄
」
は
、
早
く
か
ら
存
在
が
知
ら
れ
な
が
ら
、
編
纂
者
の
林
宗
二
自
筆
本

で
あ
る
両
足
院
蔵
本
の
乱
筆
と
破
損
の
具
合
が
大
き
い
こ
と
も
あ
り
、
言
語
面
の
調
査
は
進
ん
で
来
な
か
っ
た
。
第
一
〇
章
で
は
、

「
杜
詩
抄
」
の
成
立
に
つ
い
て
、
従
来
知
ら
れ
て
き
た
雪
嶺
永
瑾
講
の
聞
書
抄
で
は
な
く
、
林
宗
二
が
中
心
と
な
っ
て
複
数
の
先
行
抄

物
を
編
纂
し
た
抄
物
（
集
成
抄
物
）
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　
両
足
院
蔵
「
杜
詩
抄
」（
以
下
、「
杜
詩
抄
」）
で
は
、
五
山
・
博
士
家
系
抄
物
で
は
稀
な
文
末
表
現
が
散
見
さ
れ
る
。

　
⑴
南
極
ー
〔
青
山
衆
〕
夔
ー
〔
州
〕
テ
ハ
山
カ
多
チ
ヤ
。
荒
ー
〔
戍
〕
人
ト
マ
リ
ソ
ウ
。
歳
ー
〔
月
蛇
見
常
〕
夔
ー
〔
州
〕
方
ハ
気
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第
一
二
章
　
五
山
・
博
士
家
系
抄
物
に
お
け
る
濁
音
形
〈

〉
に
つ
い
て

は
じ
め
に

　

建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
「
杜
詩
抄
」〔
二
〇
巻
二
五
冊
、
元
亀
元
（1570

）
～
天
正
九
（1581

）
年
写
〕（
以
下
、「
杜
詩
抄
」）
で
は
、

五
山
・
博
士
家
系
抄
物
で
は
稀
な
文
末
表
現
が
散
見
さ
れ
る
。
次
の
「
ソ
ウ
」
も
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

⑴
ａ
．「
閑
ニ
雑
談
申
セ
フ
ス
レ
ト
モ
、
チ
ツ
ト
隙
ノ
事
カ
ソ
ウ
ホ
ト
ニ
、
イ
カ
サ
マ
重
テ
マ
イ
リ
ソ
ウ
」
ト
云
テ�

（
一
二
16
オ
）

　
　

ｂ
．
才
人
ハ
女
官
ソ
ウ
。�

（
一
六
坤
39
ウ
）

　
　
ｃ
．
幾
ー
〔
処
起
漁
樵
〕
夔
州
ノ
テ
イ
ソ
ウ
。�

（
一
六
乾
61
ウ
）

⑴
ａ
で
は
、「
隙
の
事
が
ソ
ウ
（
お
暇
乞
い
が
必
要
な
用
事
が
あ
る
）」
の
よ
う
に
「
ソ
ウ
」
が
存
在
〈
あ
る
〉
を
表
し
、
続
く
「
重
ね
て

参
り
ソ
ウ
（
ま
た
参
り
ま
す
）」
で
は
、
活
用
語
連
用
形
に
「
～
ソ
ウ
」
が
付
い
て
い
る
。「
ソ
ウ
」
は
所
謂
、
丁
寧
語
「
サ
ウ
ラ
フ
」

の
一
語
形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、「
杜
詩
抄
」
で
は
、
⑴
ａ
の
よ
う
な
も
の
よ
り
、
⑴
ｂ
「
女
官
ソ
ウ
」、
⑴
ｃ
「
テ
イ
（
体
）
ソ
ウ
」
の
よ
う
に
、「
ソ
ウ
」

が
名
詞
に
直
接
付
く
例
の
ほ
う
が
多
い
。「
サ
ウ
ラ
フ
」
に
は
、
第
一
音
節
が
濁
音
に
な
っ
た
「
ザ
ウ
ラ
フ
」
な
ど
の
形
で
体
言
に
直

接
付
く
用
法
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
湯
沢
一
九
四
二
、
富
倉
一
九
五
五
等
）。
本
章
で
は
、「
杜
詩
抄
」
の
「
ソ
ウ
（
ゾ
ウ
）」
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第
一
三
章
　
中
世
室
町
期
の
注
釈
書
に
お
け
る
「
～
ト
ナ
リ
」
の
用
法

は
じ
め
に

　

建
仁
寺
両
足
院
蔵
「
杜
詩
抄
」
に
は
、
五
山
・
博
士
家
系
の
仮
名
抄
で
は
稀
な
文
末
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
本
書
第
一
一
、
一
二
章

で
は
、
⑴
の
よ
う
な
「
ヂ
ャ
」
や
「
ゾ
ウ
〈

〉」
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

⑴
ａ
．
来
ー
〔
書
細
作
行
〕
サ
リ
ナ
カ
ラ
書
ヲ
ク
レ
ウ
ト
キ
ハ
、
ネ
ン
コ
ロ
ニ
カ
イ
テ
ク
レ
イ
チ
ヤ
。�

（
杜
詩
抄
・
一
二
72
ウ
）

　
　

ｂ
．
繋
舟
ー
〔
身
万
里
〕
甫
カ
ナ
リ
ソ
ウ
。�

（
杜
詩
抄
・
一
七
84
オ
）

「
ヂ
ャ
」「
ゾ
ウ
〈

〉」
は
当
代
の
口
語
的
な
繫
辞
と
考
え
ら
れ
、「
杜
詩
抄
」
で
は
、
後
半
の
巻
一
一
以
降
で
、
仮
名
抄
の
「
ゾ
」

「
ナ
リ
」
に
相
当
す
る
用
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

本
章
で
は
、
次
の
よ
う
な
「
～
ト
ナ
リ
」
に
注
目
し
た
い
。

　

⑵
ａ
．
蘇
源
明
ト
ノ
ハ
去
モ
ノ
ト
ヲ
知
リ
サ
ウ
タ
ホ
ド
ニ
、
酒
銭
ホ
ト
ノ
事
ハ
御
扶
持
ソ
ロ
ヘ
ト
也
。�

（
杜
詩
抄
・
二
坤
26
オ
）

　
　

ｂ
．
是
ホ
ト
ノ
才
士
ナ
ケ
レ
ト
モ
チ
ツ
ト
ケ
カ
ヲ
シ
タ
。
竜
ノ
ケ
ツ
マ
ツ
キ
チ
ヤ
。
失
カ
失
テ
モ
ナ
イ
。
今
度
ハ
一
定
及
第
セ
ン

ト
也
。�

（
杜
詩
抄
・
二
坤
24
オ
）

「
～
ト
ナ
リ
」
は
、
⑵
ａ
の
よ
う
に
原
典
の
登
場
人
物
の
発
話
と
し
て
解
釈
し
た
あ
と
に
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、
⑵
ｂ
の
よ
う
に
、
当
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第
一
四
章
　「
彭
叔
守
仙
抄
古
文
真
宝
抄
」
の
諸
本
に
つ
い
て 

―
―
大
名
高
家
が
求
め
た
仮
名
抄
―
―

は
じ
め
に

　

こ
こ
か
ら
の
第
Ⅳ
部
で
は
、
伝
本
の
書
誌
学
的
・
文
献
学
的
調
査
に
よ
っ
て
、
作
成
の
経
緯
や
目
的
、
さ
ら
に
は
受
容
者
や
そ
の
利

用
目
的
が
推
定
で
き
る
抄
物
を
見
て
い
く
。
各
章
で
取
り
上
げ
た
抄
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
作
成
・
享
受
の
様
相
が
著
し
く
異
な
る
。
本
抄

の
「
彭
叔
守
仙
抄
古
文
真
宝
抄
」
は
一
人
の
上
層
武
家
の
依
頼
で
五
山
僧
が
作
成
し
た
も
の
、
第
一
五
章
の
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館

蔵
元
刊
本
『〈
増
刊
校
正
王
状
元
集
註
分
類
〉
東
坡
先
生
詩
』
は
五
山
僧
が
師
説
の
伝
授
の
証
し
と
し
て
原
典
に
抄
文
を
書
入
れ
た

「
書
入
れ
仮
名
抄
」、
第
一
六
章
の
寿
岳
文
庫
蔵
「
古
則
聞
書
零
本
」
は
林
下
の
若
年
の
僧
侶
に
よ
る
密
参
録
に
関
す
る
聞
書
で
あ
る
。

　

第
Ⅲ
部
で
扱
っ
た
建
仁
寺
両
足
院
蔵
「
杜
詩
抄
」
に
つ
い
て
、
和
漢
聯
句
に
関
わ
る
需
要
を
推
定
し
た
よ
う
に
（
本
書
第
一
〇
章
）、

抄
物
の
文
化
的
・
社
会
的
背
景
の
把
握
は
、
日
本
語
の
史
的
変
遷
の
解
明
に
お
い
て
、
抄
物
の
言
語
事
象
を
適
切
に
参
照
す
る
た
め
に

は
欠
か
せ
な
い
。
本
書
で
は
未
だ
、
外
堀
を
埋
め
る
よ
う
な
考
察
に
留
ま
る
が
、
抄
物
の
資
料
的
性
格
の
解
明
の
一
助
と
し
た
い
。
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第
一
五
章
　
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵 

『〈
増
刊
校
正
王
状
元
集
註
分
類
〉
東
坡
先
生
詩
』
の
書
誌
的
考
察
・
翻
刻 

―
―
東
坡
詩
の
抄
物
の
受
容
と
展
開
の
一
例
―
―

一
　
書
誌
的
考
察

は
じ
め
に

　
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
『〈
増
刊
校
正
王
状
元
集
註
分
類
〉
東
坡
先
生
詩
』（
全
二
五
巻
二
八
冊
）
は
、
蘇
軾
〔
字
子
瞻
、
号
東
坡
、

1037

〜1101

〕
の
詩
（
東
坡
詩
）
の
諸
本
・
諸
注
の
中
で
最
も
流
布
し
た
「
王
状
元
集
註
本
」
の
元
代
の
刊
本
で
あ
り
、
日
本
に
齎
さ

れ
た
後
、
五
山
寺
院
内
で
訓
点
と
カ
タ
カ
ナ
に
よ
る
注
釈
が
稠
密
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
本
（
書
入
れ
仮
名
抄
）
で
あ
る
。

　
当
該
資
料
は
、
漢
籍
受
容
や
抄
物
の
研
究
で
従
来
か
ら
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
注
目
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い）（
（

。「
王

状
元
集
註
本
」
は
宋
代
に
版
行
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
に
も
宋
版
が
伝
存
す
る
。
本
書
は
元
代
に
下
る
も
の
で
、
民
間
の
書
肆
が
版
行

し
た
坊
刻
本
で
あ
る
（
西
野
一
九
六
四
）。
ま
た
、
抄
物
の
う
ち
、
原
典
に
抄
文
を
直
接
書
き
こ
む
「
書
入
れ
仮
名
抄
」（
柳
田
一
九
九

八
）
の
一
つ
だ
が
、
書
き
入
れ
ら
れ
た
抄
文
は
、
先
行
す
る
著
名
な
東
坡
詩
の
抄
物
「
四
河
入
海
」
の
記
述
を
出
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
指
摘
が
あ
る
（
堀
川
二
〇
一
五）
（
（

）。
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第
一
六
章
　�

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
寿
岳
文
庫
蔵�

「
古
則
聞
書
零
本
」
解
題
・
翻
刻

一
　
解
題

一
・
一
　
書
誌

資
料
名　
「
古
則
聞
書
零
本
」（
内
容
に
よ
る
仮
題
）
元
和
八
（
一
六
二
二
）
年
写　

存
一
冊
（
元
は
二
冊
か
）

　
　
　
　

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
（
請
求
記
号
：
国
文||

寿
岳
文
庫||7c ||16

）。

種
類　

禅
籍
抄
物
（
密
参
録
）

表
紙　

原
装
本
文
共
紙
表
紙

法
量　

二
三
・
七
×
一
七
・
七
㎝

装
定
・
料
紙　

袋
綴
仮
綴
、
楮
紙

外
題　

な
し　

※
表
紙
左
端
に
「
古
派
／
喝
堂
乾

」
と
あ
る

内
題　

な
し

丁
数　

一
五
丁
（
墨
付
一
三
・
五
丁
）
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終
　
章
　「
私
抄
」
と
称
す
る
抄
物
に
つ
い
て

　

国
語
学
の
研
究
者
が
、
言
語
研
究
資
料
と
し
て
の
抄
物
の
研
究
を
始
め
て
か
ら
百
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
筆
者
が

抄
物
の
資
料
研
究
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
た
の
は
、
個
人
的
な
経
験
で
は
あ
る
が
、
本
書
第
Ⅰ
部
、
第
Ⅱ
部
の
元
と

な
っ
た
卒
業
論
文
か
ら
博
士
論
文
ま
で
の
言
語
事
象
の
記
述
を
進
め
る
中
で
あ
っ
た
。
抄
物
間
の
言
語
差
は
、
一
語
一
形
式
を
と
っ
て

も
、
各
抄
の
成
立
時
期
の
み
で
は
説
明
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
後
期
抄
物
と
さ
れ
る
「
玉
塵
抄
」「
詩
学
大
成
抄
」
の
調
査

結
果
は
、
作
為
性
を
感
じ
る
く
ら
い
説
明
し
や
す
い
の
で
あ
る
。
後
者
に
関
し
て
、
山
田
潔
『
玉
塵
抄
の
語
法
』（
二
〇
〇
六
年
、
清
文

堂
出
版
）
で
は
、「
玉
塵
抄
」
に
つ
い
て
「
そ
の
語
法
に
お
い
て
、
か
な
り
明
確
な
規
範
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
筆
者
の
調
査
で
も
、「
玉
塵
抄
」
は
特
に
口
語
的
・
通
俗
的
な
語
彙
の
意
味
用
法
に
お
い
て
等
質
的
で
、
例
え
ば
、
桃
源
瑞

仙
の
抄
物
で
用
い
ら
れ
る
通
俗
的
な
語
彙
を
、
俗
に
な
り
す
ぎ
な
い
意
味
用
法
で
意
識
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
印
象
さ
え
を
受
け
る
。

　

序
章
で
触
れ
た
抄
物
の
言
語
資
料
と
し
て
の
性
格
―
―
抄
物
に
反
映
さ
れ
る
言
語
の
性
格
を
考
え
る
う
え
で
、
第
Ⅲ
、
Ⅳ
部
で
取
り

あ
げ
た
よ
う
な
作
成
経
緯
や
受
容
の
様
相
の
手
が
か
り
が
残
る
抄
物
の
把
握
は
欠
か
せ
な
い
。
こ
れ
ら
の
抄
物
は
、
従
来
か
ら
存
在
を

知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
口
語
資
料
と
し
て
は
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
言
語
研
究
や
書
誌
的
・
文
献
学
的
研
究
が
進
ん
で
こ
な

か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
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〔
付
録
〕
抄
物
の
利
用
法（

（
（ 

―
―
抄
物
に
よ
る
言
語
研
究
の
継
承
と
展
開
―
―

は
じ
め
に
―
―
深
刻
な
「
抄
物
ア
レ
ル
ギ
ー
」
の
実
態

　

私
は
、
文
法
史
や
語
史
を
通
史
的
に
観
察
し
て
い
る
大
学
教
員
の
知
人
か
ら
、
次
の
よ
う
な
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ａ
．「
抄
物
っ
て
ど
れ
か
ら
見
れ
ば
い
い
の
？
」

　

ｂ
．「
抄
物
を
調
査
す
る
人
っ
て
、
抄
物
が
読
め
て
い
る
ん
で
す
か
？
」

こ
う
い
う
質
問
が
出
て
く
る
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ｂ
な
ど
も
、
決
し
て
馬
鹿
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
ａ
の
質
問
が
出
る
経
緯
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

①
自
分
が
調
べ
て
い
る
言
語
事
象
（
音
韻
史
、
表
記
史
、
語
史
、
文
法
史
、
等
（
に
つ
い
て
、
中
世
末
期
の
状
況
も
確
か
め
た
い
と
考

え
る
。

　

②
柳
田
征
司
『
日
本
語
の
歴
史
4　

抄
物
、
広
大
な
沃
野
』（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
三
年
（
を
読
む
。
挙
げ
ら
れ
て
い
る
抄
物
の
ど

れ
を
調
査
し
た
ら
よ
い
の
か
、
分
か
ら
な
く
な
る
。

　

③
柳
田
征
司
『
室
町
時
代
語
資
料
と
し
て
の
抄
物
の
研
究　

上
・
下
』（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
九
八
年
（
を
開
く
。
余
計
分
か
ら
な
く




